



























































































の以て準となすべきなき事近日の天気に彷彿たり」（明治 36年 2月 18日付）と自己の感情易変性を
初春の天候になぞらえて表現している。さらに，自死の約 2ヶ月前には「君は相変らず幸福であらう
が，僕は益々苦悶せねばならぬ様運命を定められてをる，……」（明治 36年 3月 19日付）としたた
めている。ここには理由のわからない苦悶感や，思考制止によって頭がうまく働いていないことへの





























































































































東京新聞（1986）．藤村操は失恋自殺だった !?　 5月 9日
